
繹

學

研

究

第

二

號

四

巻

榜

の切

に

就

て

伊

藤

古

鑑

一

道
宣
の
綾
高
僧
傳
第
十
六
に
よ
れ
ば
、
我
が
宗
の
初
阻
達
磨
大
師
は
、
甥
伽
経
四
巻
を
以
て
二
租
慧
可
大
師
に
付
囑
し
、
如
來
心
地
の
法
要

衆
生
悟
入
の
櫃
鍵
S
せ
ら
れ
た
や
う
で
あ
る
、
其
文
に
い
ふ
。

初
蓬
磨
輝
師
、
以
二四
巻
娚
伽
一、
授
γ可
日
、
'我
観
二漢
地
一、
惟
有
二此
経
'、
仁
者
依
行
,
自
得
二度
世
一

ま
た
契
嵩
の
傳
法
正
宗
記
第
五
に
も
次
ぎ
の
や
う
な
文
句
が
あ
る
。

復
謂
二慧
可
一日
、
此
有
二
娚
伽
経
四
巻
者
一,
蓋
如
來
極
談
法
要
、
亦
可
以
與
ソ
世
開
示
悟
入
、
今
弦
付
〆汝

ま
た
道
景
の
景
徳
傳
燈
録
第
三
に
も
同
様
の
文
句
を
掲
け
て
居
る
が
、
こ
れ
等
に
依
つ
て
初
祀
大
師
は
四
巻
娚
伽
を
以
て
心
地
の
法
門
ε
な

し
,
二
組
大
師
に
授
け
ら
れ
た
ミ
云
ふ
こ
噛し
が
出
來
る
。
而
し
て
二
租
よ
り
三
祀
に
、
三
組
よ
り
四
租
に
、
四
租
よ
り
五
組

へ
ε
四
巻
娚
伽
を

1



傳

へ
て
、
深
蓮
の
義
理
を
唱

へ
、
修
行
の
極
則
言
し
て
居
ら
れ
た
や
う
で
あ
る
、
而
し
て
五
租
は
四
巻
娚
伽
に
代
ゆ
ゐ
に
金
剛
経
を
以
て
し
、

ひ

・常
に
櫓
俗
に
渤
め
て
此
経
を
讃
講
せ
し
め
、
六
祀
も
之
れ
に
依
つ
て
悟
入
せ
ら
れ
た
や
う
に
傳

へ
て
居
る
、
要
す
る
に
四
巻
携
伽
は
初
組
達
磨

大
師
よ
り
五
租
に
至
る
ま
で
、
卸
ち
支
那
輝
宗
の
初
期
ミ
云
ふ
間
は
、
專
ら
愛
讃
せ
ら
れ
研
究
せ
ら
れ
て
,
悟
道
の
心
印
ε
せ
ら
れ
た
ミ
云
ふ

こ
ε
は
、
疑
ひ
な
い
事
實
で
あ
る
ミ
申
し
て
良
い
、
四
霧
務
伽
ミ
云

へ
ば
、
直
ち
に
蓬
磨
大
師
に
關
係
あ
る
か
の
如
く
、
如
何
な
る
甥
伽
経
の

末
繹
に
も
其
れ
を
書
き
列
ね
て
,
輝
宗
ミ
密
接
な
敏
義
の
や
う
に
唱

へ
て
居
る
が
、
果
し
て
然
り
ε
せ
ば
、
四
巻
樗
伽
に
於
て
は
如
何
な
る
法

門
が
説
い
て
あ
る
か
、
そ
れ
が
蓬
磨
大
師
の
暉
ミ
加
何
な
る
程
度
ま
で
關
係
が
あ
る
か
ミ
云
ふ
こ
ぐ」は
、
實
に
妙
味
あ
る
研
究
問
題
で
あ
つ
て

我
等
暉
宗
の
末
流
に
あ
る
者
は
、
大
に
緊
張
し
て
考
慮
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
ε
で
あ
ら
う
ミ
信
す
る
。

尤
も
四
巻
携
伽
ミ
云
へ
ば
研
究
す
べ
き
こ
ミ
は
極
め
て
多
い
、
ま
た
内
容
は
非
常
に
複
雑
で
あ
つ
て
、
加
ふ
る
に
文
辞
も
簡
古
で
あ
る
か
ら

初
學
者
は
到
底
そ
の
意
味
だ
も
知
る
こ
ミ
が
出
來
な
い
、
四
巻
拐
伽
の
序
文
を
書
い
た
蒋
之
奇
も
「
嘗
苦
ご携
伽
経
難
ワ讃
」
ミ
云
ひ
、
蘇
東
披
も

「
榜
伽
義
趣
幽
砂
、
文
字
簡
古
、
讃
者
或
不
γ能
γ句
」
ε
云
ひ
,
竹
沈
瀬
も

「
人
皆
於
二
此
経
一、
倫
不
ノ成
二句
讃
一」
ミ
云
ふ
て
居
る
の
を
考

へ
て

見
て
も
、
四
巻
榜
伽
の
難
解
な
る
こ
ε
は
思
ひ
牟
ば
に
過
ぐ
る
も
の
で
あ
ら
う
、
し
か
し
異
課
の
七
巻
樗
伽
、
十
巻
拐
伽
も
あ
り
、
ま
た
四
巻

榜
伽
の
末
繹
ε
し
て
十
歎
種
も
あ
る
こ
ミ
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
等
を
通
じ
て
深
く
研
究
し
た
な
ら
ば
、
多
少
の
見
當
が
付
か
ぬ
こ
ε
で
も
な
い

ム
ー
余
螢
は
少
し
く
こ
の
四
巻
拐
伽
に
就
て
、
そ
の
得
た
る
所
感
の

一
端
を
披
涯
し
、
こ
れ
に
依
つ
て
將
來
の
研
究
の
由
序
ε
せ
や
う
ε
思
ふ
。

二

智
嚴
の
樗
伽
経
註
の
序
文
に
依
つ
て
見
る
ミ
、
榜
伽
経
の
梵
本
に
は
廣
中
略
の
三
本
が
あ
る
、
師
ち
廣
本
ミ
云
ふ
の
は
十
萬
の
偶
煩
で
あ
つ

て
、
開
皇
三
寳
録
に
は
、
そ
の
梵
本
の
所
在
を
干
闘
の
南
遮
倶
葉
國
の
山
中
く」云
ひ
,
或
は
龍
宮
の
殿
中
ε
も
申
し
て
居
る
,
次
に
中
本
三

云



ふ
の
は
三
萬
六
千
の
偶
碩
で
あ
つ
て
、
そ
の
内
容
は
五
十

一
品
に
分
れ
、
そ
の
経
中
の
或
る

一
品
に
は
、
大
慧
の

一
百
八
間
を
備
さ
に
答
へ
て

居
る
ミ
も
云
ひ
、
龍
樹
は
こ
れ
が
繹
論
を
造
つ
て
大
に
印
度
に
行
は
れ
た
ε
も
傳

へ
、
或
る

一
読
に
は
七
巻
榜
伽
の
翻
課
の
時
に
來
唐
し
た
吐

火
羅
の
三
藏
彌
陀
山
が
、
中
本
の
梵
本
を
印
度
で
見
た
ミ
も
申
し
て
居
る
、
次
に
略
本
ε
云
ふ
の
は
四
千
の
偶
碩
で
あ
つ
て
、
夏
に
そ
れ
を
縮

少
し

日
千
有
飴
の
偶
類
に
作
成
し
た
も
の
が
、
現
今
流
布
の
樗
伽
経
に
當
る
ぐ」傳

へ
て
居
る
。

己
上
は
素
よ
り
古
來
の
傳
説
で
あ
つ
て
、
廣
中
二
本
の
存
在
は
實
に
疑
は
し
い
、
華
嚴
経
に
も
大
日
経
に
も
。
乃
至
は
金
剛
頂
経
に
も
、
こ

の
や
う
な
傳
設
が
あ
る
が
、
恐
ら
く
は
宇
宙
の
大
文
章
を
縮
爲
し
た
ε
云
ふ
意
味
か
ら
し
て
、
十
萬
碩
、
三
萬
六
千
煩
、
四
千
煩
ε
な
つ
た
も

の
で
は
な
か
ら
う
か
、
蜘
ち
三
世
常
恒
,
法
雨
無
作
の
演
説
法
を
以
て
、
直
ち
に
四
巻
樗
伽
の
眞
實
罷
ε
な
し
、
終
に
は
自
己
本
具
の
堅
固
心

を
以
て
,
四
巻
甥
伽
の
眞
精
神
ε
し
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
、
こ
の
意
味
に
於
て
、
三
世
常
恒
本
の
必
要
も
感
じ
、
乃
至
は
随
縁
結
集
の
廣

中
略
等
の
説
明
も
満
た
さ
れ
、
ま
た
入
携
伽
心
の
根
本
義
に
も
燭
れ
る
こ
ε
が
出
來
る
の
で
あ
る
,
而
し
て
此
の
中
、
最
小
縮
爲
の
略
本
に
就

て
,
支
那
に
翻
課
せ
ら
る
・
こ
言
前
後
四
回
,
邸
ち
左
の
如
し
。

一
摺
伽
経
四
谷

中
印
度
曾
曇
無
識
繹

二
娚
伽
阿
蹟
多
羅
實
経
四
巻

中
印
度
曾
求
那
蹟
陀
羅
繹

三
入
甥
伽
経
十
巻

北
印
度
信
菩
提
流
支
謬

四
大
乗
入
娚
伽
経
七
巻

干
闘
國
檜
實
叉
難
陀
謬

第

一
回
の
醗
課
を
凍
繹
芝
云
ひ
,
大
唐
内
典
録
第
三
の
曇
無
識
課
出
中
に
始
め
て
そ
の
名
目
が
出
て
居
る
、
開
元
録
、
貞
元
録
な
「ご
、
そ
の

設
を
受
け
て
載
せ
て
居
る
が
、
こ
れ
は
北
涼
の
元
始
三
年
。
邸
ち
西
暦
四
百
十
四
年
に
翻
諜
し
た
も
の
で
、
蓬
磨
大
師
の
漢
地
に
入
ら
る
、
己

3



前

一
百
〇
六
年
に
當
つ
て
居
る
,
第
二
回
の
翻
課
を
宋
羅
ε
云
ひ
、
出
三
藏
記
第
二
に
求
那
蹟
陀
羅
の
醗
課
ε
し
て
出
て
居
る
、
そ
れ
よ
り
巳

後
の
諸
経
録
に
は
皆
こ
の
説
を
受
け
て
出
て
居
る
が
、
こ
れ
が
所
謂
四
巻
甥
伽
ε
申
し
て
、
蓬
磨
大
師
に
關
係
深
い
経
典
ε
云
ふ
の
で
あ
る
、

そ
の
翻
謬
は
劉
宋
の
文
帝
,
元
嘉
二
十
年
、
金
陵
の
草
堂
寺
に
於
て
醗
謬
し
た
も
の
ε
傳

へ
て
居
る
、
し
か
し
澤
経
圖
紀
の
設
は
丹
陽
の
砥
沮

寺
で
、
徒
衆
七
百
飴
人
ε
共
に
,
此
の
経
及
び
勝
髭
縄
の
醗
謬
に
從
事
し
た
ε
も
申
し
て
居
る
、
而
し
て
そ
の
年
代

は
西
暦
四
百
四
十
三
年
で

あ

つ
て
、
曇
無
識
の
死
後
十
年
、
達
磨
大
師
の
漢
地
に
入
ら
る
Σ
巳
前
七
十
七
年
に
當
つ
て
居
る
、
第
三
回
の
翻
諜
は
魏
謬
ε
云
ひ
、
後
魏
の

宣
武
帝
、
延
昌
二
年
、
洛
陽
の
永
寧
寺
に
於
て
醗
課
せ
ら
れ
た
ε
も
、
或
は
洛
陽
の
汝
南
王
の
宅
、
及
び
鄭
都
の
金
華
寺
に
於
て
翻
鐸
せ
ら
れ

た
書
も
傳
へ
て
居
る
、
而
し
て
そ
の
年
代
は
西
暦
五
百
十
三
年
で
あ
つ
て
、
達
磨
大
師
の
漢
地
に
入
ら
る
・
已
前
僅
か
に
七
年
に
當
つ
て
居
る

第
四
回
の
醗
羅
は
唐
繹
ミ
云
ひ
、
唐
の
中
宗
,
嗣
聖
二
十

一
年
、
紳
都
の
佛
授
記
寺
に
於
て
融
繹
せ
ら
れ
た
ε
申
し
て
居
る
、
こ
れ
に
就
て
も

年
代
及
び
醗
課
の
場
塵
に
異
説
は
あ
る
が
、
兎
に
角
こ
の
醗
課
は
再
勘
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
最
も
醗
課
に
は
注
意
せ
ら
れ
た
も
の
・
や
う
に
思

ふ
、
而
し
て
そ
の
年
代
は
西
暦
七
百
〇
四
年
で
あ
つ
て
、
達
磨
大
師
滅
後
遙
か
に

一
百
七
十
四
年
に
當
つ
て
居
る
。

己
上
の
四
繹
の
中
、
惜
し
い
事
に
は
第

一
回
の
涼
謬
を
訣
き
、
現
存
し
て
居
る
も
の
は
唯
だ
後
の
三
鐸
の
み
で
、
こ
れ
を
常
に
四
巻
甥
伽
、

十
巻
娚
伽
、
七
巻
娚
伽
ε
申
し
て
居
る
、
而
し
て
そ
の
醗
課
内
容
に
封
す
る
批
評
は
、
最
後
の
七
巻
娚
伽
の
謬
場
に
列
し
、
而
か
も
入
甥
伽
心

玄
義
を
書
い
た
華
嚴
の
賢
首
大
師
が
、
次
ぎ
の
や
う
に
述
べ
て
居
る
。

其
四
巻
、
回
文
不
〆蓋
、
語
順
二西
音
一、
致
ノ
令
一髪
彦
英
哲
、
措
解
無
ウ由
、
愚
類
庸
夫
、
張
擢
二雅
解
一、
其
十
巻
、
錐
二文
品
少
具
一、
聖
意

難
γ顯
、
加
γ宇
混
〆文
者
、
泥
二於
意
一、
或
致
〆
有
γ錯
,
塗
使
三明
明
正
理
、
滞
以
二
方
言
一、
聖
上
慨
二此
難
通
一、
復
令
二更
課
'
今
則
詳
二
五

梵
本
一、
勘

三

漢
文
一、
取
二其
所
得
一、
正
二其
所
失
一
、
累
載
優
業
、
當
γ誰
二其
旨
↓、
臨
令
三學
者
幸
無
か説
謬
一。



か
く
の
如
く
七
巻
粉
伽
の
醗
繹
を
以
て
説
謬
な
し
ε
批
評
し
て
居
る
が
、
し
か
し
世
間
に
最
も
多
く
流
布
し
、
良

く
研
究
せ
ら
れ
た
も
の
は

七
巻
携
伽
で
な
く
し
て
四
巻
樗
伽
で
あ
る
、
從
つ
て
其
の
末
羅
も
極
め
て
多
い
、
そ
れ
ぐ」云
ふ
も
の
は
達
磨
大
師
に
關
係
あ
る
こ
ε
、
、

一
は

早
く
か
ら
麟
課
せ
ら
れ
て
世
に
賞
讃
さ
れ
た
結
果
で
あ
ら
う
ε
思
ふ
、
宗
渤
如
記
の
四
巻
楊
伽
注
解
に
は
、
こ
の
意
味
の
こ
ε
を
次
ぎ
の
や
う

に
述
べ
て
居
る
。

若
論
二所
ノ課
之
難
易
一、
則
唐
之
七
巻
、
文
易
義
顯
、
始
宋
具
備
,
今
繹
從
二宋
課
四
巻
一者
、
以
下此
本
首
行
二於
世
一、
習
諦
者
衆
上
、況
蓬
磨

大
師
.
授
三
一組
心
法
一時
、
指
二
樹
伽
四
巻
一、
可
二
以
印
シ心
,
而
張
方
李
嘗
書
二此
本
一、
蘇
子
謄
爲
序
二其
事
一、
是
知
歴
代
多
從
ご此
本
一也
、

然
文
辞
簡
古
,
至
二於
句
讃
有
ジ不
ソ可
レ讃
、
乃
取
二七
巻
中
文
義
顯
著
一羅
γ之

七
巻
拐
伽
は
最
後
の
翻
課
で
あ
る
か
ら
、
勿
論
前
課
二
本
の
煩
略
を
考

へ
て
、
文
章
も
李
易
に
説
き
、
義
理
も
具
備
し
て
、
比
較
的
良
課
ミ

云
ふ
こ
ε
が
出
來
る
,
帥
ち
四
巻
拐
伽
は
難
解
の
経
典
で
あ
つ
て
、
髭
彦
英
哲
の
上
士
ミ
錐
も
、容
易
に
深
理
を
知
悉
す
る
こ
ぐ」
は
出
來
な
い
、

そ
れ
に
引
き
換
へ
、
十
巻
携
伽
は
錯
誤
が
多
い
ε
云
ふ
こ
ぐ」は
、
賢
首
大
師
の
云
は
る
、
通
り
で
あ
る
か
ら
,
鯨
り
に
流
布
せ
な
い
、
從
つ
て

余
輩
の
寡
聞
い
ま
だ
そ
の
末
繹
の
名
あ
る
こ
ーこ
を
知
ら
な
い
、
故
に
七
巻
楊
伽
に
依
つ
て
、
四
巻
拐
伽
の
意
の
足
ら
ぬ
芒
こ
ろ
、
及
び
義
理
の

不
明
な
ミ
こ
ろ
を
解
繹
し
て
行
く
の
が
、

一
番
穗
當
な
研
究
の
方
法
で
あ
ら
う
ε
信
す
る
。

因
み
に
大
日
本
績
藏
経
に
牧
む
る
携
伽
経
の
末
繹
の
中
、
入
拐
伽
心
玄
義
,
拐
伽
経
通
義
は
第

一
輯
第
二
十
五
套
第
三
冊
に
、
甥
伽
経
集
註

観
拐
伽
経
記
は
同
第
四
冊
ε
第
五
冊
S
に
、
甥
伽
経
註
.
拐
伽
経
疏
、
拐
伽
経
纂
、
携
伽
経
精
解
評
林
は
第

一
輯
第
九
+

一
套
第
二
冊
に
、
大

乗
入
樹
伽
経
註
は
同
三
冊
に
現
存
し
て
居
る
、
そ
の
中
に
於
て
最
も
傑
出
し
て
居
る
も
の
は
、
賢
首
の
入
拐
心
玄
義

く」正
受
の
娚
伽
縄
集
註
ε

で
あ
ら
う
、
前
者
は
七
巻
娚
伽
の
綱
要
を
述
べ
、
後
者
は
四
巻
鰐
伽
の
精
華
を
集
め
て
居
る
、
云
ふ
ま
で
も
な
く
賢
首
は
華
嚴
宗
の
開
組
で
あ
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り
、
正
受
は
普
燈
録
の
著
者
で
あ

つ
て
共
に
有
名
な
人
で
あ
る
。
ま
た
日
本
大
藏
経
の
中
に
牧
む
る
甥
伽
経
の
末
繹
は
、
佛
語
心
論
,
佛
語
心

論
口
訣
.
拐
伽
縄
論
折
衷
、
甥
伽
或
問
,
入
甥
伽
心
玄
義
、
入
娚
伽
心
玄
義
纂
要
紗
等
で
あ
つ
て
、
そ
の
中
最
も
有
名
な
も
の
は
虎
關
の
佛
語

心
論
で
あ
ら
う
、
良
く
佛
語
の
心
品
を
演
暢
し
、
宗
通
の
傳
読
、
直
傳
の
宗
旨
を
鮮
明
に
し
た
も
の
で
,
特
に
濟
門
の
末
宿
の
好
ん
で
玩
味
す

る
ε
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

三

四
巻
拐
伽
の
経
題
を
甥
伽
阿
蹟
陀
羅
寳
経
ミ
申
し
て
居
る
,
甥
伽
は
是
れ
城
の
名
,
支
那
に
は
不
可
往
く」
か
、
難
往
入
ε
か
澤
し
て
居
る
、

そ
の
城
は
商
海
の
摩
羅
山
の
頂
き
に
あ
つ
て
海
抜
二
萬
里
、
凡
庸
の
も
の
、
到
底
往
く
こ
言
を
許
さ
な
い
の
で
、
此
の
塵
に
於
て
説
法
せ
ら
れ

た
Σ
云
ふ
こ
ε
は
、
帥
ち
象
徴
的
の
意
味
が
あ
つ
て
、
彪
を
以
て
法
を
表
じ
た
も
の
で
あ
る
、
如
來
内
謹
聖
智
の
境
界
は
、

一
切
の
賢
聖
さ
云

は
れ
る
人
で
も
識
入
す
る
こ
ε
は
六
ク
撒
い
、
阿
蹟
多
羅
寳
ε
て
無
上
愈
貴
の
法
を
饅
験
す
る
こ
ε
は
難
い
ε
申
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
、
從

つ
て
此
の
四
巻
携
伽
の
文
相
も
素
よ
り
凡
庸
の
窺
知
す
る
ミ
こ
ろ
の
も
の
で
は
な
い
、
難
解
難
入
の
経
典
で
あ
る
こ
ε
は
,
前
既
に
屡
々
述
べ

た
通
り
で
あ
る
、
甥
伽
集
註
の
著
者
た
る
正
受
の
閣
筆
記
に
も
、
「
敬
讃
一一此
経
一、
句
義
漠
然
、
不
γ能
γ終
〆巻
」
s
云
ひ
、
更
に

「
法
親
布
禰

被
γ敏
、
蚊
照
一見

魏
唐
二
諜
一、
創
疑
凝
泳
繹
、
焚
γ香
封
〆席
、
鉤
二索
深
懸
一、
探
二嫉
精
要
凶」
ミ
書
い
て
あ
る
の
を
見
て
も
、
如
何
に
四
巻
甥

伽
の
難
讃
な
る
か
は
知
る
に
充
分
で
あ
る
、
而
し
て
此
の
難
讃
な
四
巻
携
伽
に
は
何
の
意
味
が
読
い
て
あ
る
か
ざ
云
ふ
に
、
養
存
の
甥
伽
経
折

衷
に
は
、
比
の
経
の
宗
趣
を
論
じ
て
、
次
ぎ
の
や
う
な
文
句
が
あ
る
。

諸
経
】淀
説
文
義
繁
街
、
而
其
中
各
皆
有
二宗
旨
一、
學
者
閲
γ縄
、
不
γ知
ご宗
趣
一、
惑
二諸
名
相
一,
失
二佛
経
意
一、今
此
宗
趣

.以
二第

一
義
心
一

爲
レ宗
,
妄
想
無
性
爲
γ趣
,
帥
下
経
日
、
此
是
過
去
未
來
現
在
、
諸
如
來
性
自
性
第

踊
義
心
、
魏
謬
文
日
、
寂
滅
者
名
爲
哺二

心
一、
噛
心
者
名
二
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如
來
藏
=

叉
下
経
云
、
前
聖
所
知
韓
相
傳
授
、
妄
想
無
性
、
其
義
率
見
二各
章
」

こ
れ
に
依
つ
て
見
る
ミ
、
四
巻
拐
伽
は
第

一
義
心
を
以
て
宗
ε
し
、
妄
想
無
性
を
以
て
趣
ε
す
る
ミ
云

へ
や
う
、
し
か
し
此
の
宗
趣
ぐ」云
ふ

こ
ミ
は
、
入
甥
伽
心
立
義
に
も
あ
る
通
り
、
「
語
之
所
ノ表
日
ゾ宗
、
宗
之
所
γ蹄
日
趣
」
霊
申
し
て
、
十
種
の
宗
趣
を
列
摯
し
て
居
る
が
、
要
す

る
に

凶
経
の
蹄
趣
本
旨
を
呼
ん
で
宗
趣
ミ
云
ひ
、
そ
の
見
や
う
に
依
つ
て
は
十
種
に
も
匠
分
せ
ら
る
Σ
で
あ
ら
う
け
れ
さ
も
、
大
腿
に
於
て

M

で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
宗
趣
が
十
種
も
あ
つ
て
は
大
憂
で
あ
る
、
今
諸
家
の
甥
伽
経
に
謝
す
る
宗
趣
を
申
す
ε
、
探
橡
…の
入
甥
伽
心
玄
義
纂
要

砂
に
は
,
次
ぎ
の
や
う
な
家
句
が
あ
る
。

或
云
、
以
ご
五
法
三
自
性
八
識
二
無
我
一爲
ゾ宗
(李
通
玄
)

或
云
、
以
ご實
相
佛
語
心
自
豊
聖
智
一爲
〆宗
(智
毘
延
壽
)

或
云
、
以
一一第

一
義
心
一爲
〆宗
、
以
二
妄
想
無
性
一爲
ノ趣
(潤

一
雨
)

或
云
、
以
・性
瀞

修

灘

爲
・宗
(
虎
關
)

或
云
、
以
レ了
鵠一妄
無
性
輌爲
μ宗
(栢
庭
善
月
)

或
云
、
以
二唯
心
直
進
自
覧
聖
智
一爲
〆宗
(智
旭
)

帥
ち
宗
趣
は
其
の
人
ノ
・,
の
見
や
う
に
依
つ
て
相
違
は
あ
る
が
、
直
接
四
巻
携
伽
の
文
相
に
依
つ
て
申
す
ε
、
非
常
に
雑
多
な
る
問
題
に
就

て
説
か
れ
て
居
る
か
ら
、
何
れ
が
眞
の
宗
趣
で
あ
る
か
了
解
に
苦
し
む
け
れ
さ
も
、
先
づ
第

一
に
四
巻
甥
伽
の
中
心
思
想
は
、
般
若
経
中
観
論

等
の
塞
思
想
よ
り
漸
次
登
展
し
た
大
乗
起
信
論
な
さ
ε
同
じ
筆
法
に
論
じ
て
居
る
や
う
に
思
は
れ
る
、
師
ち
生
死
ε
浬
葉
ミ
を
畢
寛
無
差
別
ε

読
い
て
、
「
一
切
法
無
二
、
非
丁
於
二浬
契
一彼
中
生
死
上
、
非
下
於
二生
死
一彼
申浬
桑
上
」ぐ」
云
ひ
、
更
に

一
韓
化
し
て
唯
心
的
な
思
想
を
述
べ
、
終
に
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は
識
の
分
別
を
立
て
・

「
眞
識
,
現
識
、
分
別
事
識
」
ざ
云
ひ
、
「韓
椙
、
業
相
、
眞
相
」
ぐ」分
け
て
居
る
邊
は
起
信
論
マ」良
く
似
て
居
る
、
そ

の
他
、
如
來
藏
読
法
ε
云
ひ
、
自
性
清
浮
心
ε
無
明
ミ
を
水
波
に
喩

へ
た
如
き
は
、
殆
ん
さ
起
信
論
霊
同

一
の
感
を
抱
く
の
で
あ
る
、
故
に
浮

影
の
起
信
論
義
疏
に
は
「
依
ご
甥
伽
経
一、
造
出
二起
信
論

日
巻
'也
、
難
文
略
少
、
義
無
γ不
γ壼
」
ε
云
ひ
、
起
信
論
は
恰
か
も
甥
伽
論
の
別
申
論

の
如
く
読
い
て
居
る
、
し
か
し
起
信
論
の
注
繹
者
ε
し
て
有
名
な
元
曉
や
賢
首
は
、
そ
れ
程
ま
で
に
云
つ
て
居
ら
ぬ
、
け
れ
さ
も
起
信
論
ε
鰐

伽
経
ε
の
關
係
の
密
接
な
る
こ
ε
は
、
ε
て
も
他
経
ε
同
日
の
比
で
は
な
い
、
そ
の
有
力
な
る
謹
糠
は
、
元
曉
の
起
信
論
疏
に
も
楊
伽
経
の
本

文
を
引
謹
す
る
こ
ε
が
十
歎
箇
塵
の
多
き
に
上
り
、
ま
た
賢
首
の
起
信
論
義
記
に
も
、
眞
如
生
滅
二
門
の
關
係
を
繹
す
る
ミ
こ
ろ
に
甥
伽
経
の

三
文
を
引
謹
し
、
倫
ほ
「廣
如
二
二
部
甥
伽
中
説
一」
ε
云
ひ

(華
嚴
家
に
て
は
主
ε
し
て
七
巻
甥
伽
を
用
ゆ
、
し
か
し
賢
首
の
常
に
引
用
せ
ら
れ

た
の
は
、
四
巻
甥
伽
,
十
巻
甥
伽
で
あ
つ
て
、
今
の
二
部
甥
伽
の
文
も
そ
れ
を
指
す
言
葉
で
あ
ら
う
)
ま
た

「
不
生
不
滅
、
與
二生
滅
一和
合
、

非
ノ
一
非
〆異
,
名
爲
二阿
梨
耶
識
一」の
論
文
を
繹
す
る
ざ
こ
ろ
に
は
、
「今
此
論
主
、
総
二括
彼
甥
伽
経
上
下
文
意
一、
作
二此
安
立
こ

ε
さ

へ
云

ふ
て
居
る
の
を
見
て
も
、
如
何
に
甥
伽
経
ε
起
信
論
ミ
が
、
そ
の
教
義
の
關
係
上
、
甚
だ
密
接
な
る
交
渉
の
あ
る
こ
ε
を
知
る
に
充
分
で
あ
ら

う

ε
思
ふ
。

か
く
の
如
く
娚
伽
経
ε
起
信
論
ミ
は
深
い
關
係
が
あ
る
が
、
然
ら
ば
暉
宗
の
教
義
ざ
は
如
何
な
る
程
度
ま
で
交
渉
が
あ
る
か
ぐ」
云
ふ
に
、
先

づ
第

一
に
注
意
す
べ
き
は
第

唖
義
亡
云
ふ
思
想
で
あ
る
、
帥
ち
第

一
義
に
就
て
は
「非
言
説
是
第

一
義
、
亦
非
所
読
是
第

}
義
」
ミ
云
ひ
、
第

一

義
諦
の
ε
こ
ろ
は
名
字
章
句
の
立
す
る
ε
こ
ろ
で
は
な
い
、

一
切
の
修
多
羅
は
月
を
ゆ
び
さ
す
指
の
や
う
な
も
の
で
あ
る
ε
結
び
、
更
に
繹
奪

四

十
五
年
間
の
御
説
法
は
不
詮

一
字
で
あ
る
ミ
云
ふ
こ
ε
を
述
べ
て
、

我
從
三某
夜
得
二最
上
畳
一、
乃
至
某
夜
入
一一般
浬
葉
一、
於
二其
中
間
一、
乃
至
不
γ設
二
一
字
'、
亦
不
二己
説
冨
設
一、
不
説
是
佛
設
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ぐ
〕云
ひ
、
尚
ほ
輝
を
分
類
し
て
、
愚
夫
所
行
繹
、
観
察
義
輝
、
墓
織
如
輝
、
如
來
灘
等
の
四
種
類
ミ
な
し
、
そ
の

一
々
に
就
て
読
明
を
加

へ
て

あ
る
、
そ
の
他
、
宗
通
説
通
の
読
、
五
無
間
業
の
善
用
、
佛
心
宗
の
名
樗
等
は
、
み
な
此
の
携
伽
経
よ
り
蕨
胎
し
犬
も
の
で
あ
る
さ
云
ふ
こ
S

は
、
既
に
學
者
の
多
く
研
究
せ
ら
れ
九
結
果
で
あ
つ
て
、
今
夏
余
輩
の
吸
々
を
要
す
る
ま
で
も
な
い
こ
ぐ)で
、
松
本
博
士
の
蓬
磨
第
九
節
、
忽

滑
谷
博
士
の
灘
學
思
想
史
支
那
第
二
編
第
三
章
各
節
等
に
詳
論
せ
ら
れ
て
居
る
か
ら
見
る
ε
良
い
。

い
ま
余
輩
の
考

へ
を
卒
直
に
申
せ
ば
、四
巻
甥
伽
を
以
て
輝
家
の
諸
師
が
重
用
幌
す
る
の
も
無
理
は
な
い
ε
思
ふ
、た
ε
へ
蓬
磨
大
師
の
二
狙

付
属
の
事
實
が
な
い
に
し
て
も
、
こ
の
経
全
髄
の
趣
旨
が
佛
語
心
で
以
て
徹
底
し
て
居
る
、
師
ち
四
巻
甥
伽
の
内
容
は
、
申
す
ま
で
も
な
く
佛

語
心
品
第

一
第
二
第
三
第
四
で
以
て
全
巻
押
し
通
さ
れ
て
居
る
で
は
な
い
か
、
こ
の
佛
語
心
呼
ん
で
何
ミ
爲
す
か
、
起
信
論
に
は

圃
心
眞
如
ミ

云
ひ
,
如
來
藏
…心
噌こ
も
名
づ
け
て
居
る
、
賢
首
は
満
部
の
都
名
ε
云
ひ
、
中
心
要
妙
-こ
も
説
い
て
居
る
、
清
涼
圭
峰
は
総
該
萬
有
の

一
心
ε
も

呼
ん
で
居
る
が
、
そ
れ
は
且
ら
く
華
嚴
家
よ
り
與

へ
た
拐
伽
の
佛
語
心
で
あ
る
、
決
し
て
佛
語
心
の
眞
面
目
に
鰯
れ
た
も
の
ぐ」は
云
へ
な
い
、

何
ε
な
れ
ば
彼
等
華
嚴
家
の
呼
ん
だ
も
の
は
、
養
く
甥
伽
経
を
以
て
終
教
當
分
の
敏
義
竜こ
し
て
取
扱
つ
て
居
る
、
或

は
頓
教
の
教
義
ミ
な
し
.

更
に
上
ぽ
せ
て
同
教

軸
乗
の
教
義
ミ
す
る
入
も
な
い
で
は
な
い
が
、
し
か
し
ま
だ
拐
伽
経
を
以
て
最
上
乗
の
も
の
ε
は
せ
な
い
、
佛
語
心
を
以

て
眞
に
法
身
の
心
印
た
る
こ
ε
を
了
知
せ
な
い
の
で
あ
る
、
か
の
有
名
な
佛
語
心
論
の
著
者
虎
關
師
錬
暉
師
は
、
佛
租
統
紀
に
於
て
務
伽
経
を

佛
成
道
後
十
五
年
の
方
等
時
に
入
れ
て
居
る
の
を
笑
破
し
、
更
に
魏
唐
二
課
の
勧
請
品
舎
利
品
等
の
意
に
依
つ
て
、
浬
漿
経
,こ
同
時
の
説
な
り

ε
唱

へ
、
繹
奪
最
後
の
御
詮
法
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
教
理
も
最
も
深
玄
な
も
の
で
あ
る
噛こ
主
張
し
て
居
ら
る
」
が
、
そ
の
敏
理
の
深
立
な
る
こ

ε
は
素
よ
り
論
を
倹
た
す
,
こ
の
経
全
艦
が
法
身
の
心
印
で
あ
つ
て
、
自
罷
聖
智
の
境
界
を
丸
出
し
に
し
て
の
御
読
法
で
あ
る
ε
云
ふ
こ
ε
を

忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
い
ま
余
輩
は
羊
眼
狸
智
、
そ
の
眞
髄
を
探
り
宗
趣
を
宣
揚
す
る
ε
云
ふ
こ
ε
は
出
來
な
い
け
れ

さ
も
、
唯
だ
軍
に

一
経
の
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最
初
の
教
圭
問
題
の
み
に
就
て
、
そ
の
卑
見
の

一
端
を
少
し
く
論
じ
、
以
て
甥
伽
の
法
身
の
心
印
な
る
こ
ε
を
詮
顯
し
て
見
や
う
ミ
思
ふ
。

四

さ
て
此
の
四
巻
甥
伽
は
如
何
な
る
教
主
に
依
つ
て
説
か
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
、
師
ち
こ
の
教
主
ε
云
ふ
こ
ミ
は
,
能
論
の
教
主
の
資
格
で

あ
つ
て
、
深
玄
な
歎
理
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
曹
、
最
勝
の
佛
身
を
現
ぜ
ら
れ
る
ε
云
ふ
課
で
、
入
ε
法
ミ
は
同
で
あ
る
か
ら
、
各
宗
ε
も
に
其
の

所
依
の
縄
典
の
教
主
問
題
に
就
て
は
、
全
力
を
注
い
で
罰
究
す
る
の
で
あ
る
、
而
し
て
此
の
甥
伽
経
の
如
き
は
如
何
な
る
佛
身
で
あ
ら
う
か
、

そ
の
佛
身
の
如
何
に
依
つ
て
法
の
深
淺
を
判
す
る
こ
ε
が
出
來
る
。

先
づ
此
の
佛
身
に
關
す
る
分
類
は
古
來
よ
り
種
々
な
る
異
設
が
あ
つ
て

圃
定
せ
な
い
、
或
は
二
身
三
身
、
或
は
四
身
十
身
な
さ
Σ
云
ふ
読
が

あ
る
が
、
そ
の
中
最
も
普
通
に
用
ぴ
ら
れ
て
居
る
の
は
法
報
慮
の
三
身
分
別
で
あ
つ
て
,
法
身
ミ
は
諸
佛
の
眞
身
理
替
の
法
性
を
指
し
、
自
然

に
具
足
す
る
常
住
無
爲
の
法
罷
で
あ
る
、
報
身
ε
は
過
去
の
功
徳
に
報
ゆ
る
八
萬
四
千
の
圓
満
完
全
の
佛
身
を
指
し
、
地
上
の
菩
薩
の
爲
め
に

唯
有

↓
乗
法
の
深
玄
な
る
教
理
を
説
く
法
身
影
像
の
佛
膿
で
あ
る
、
慮
身
ε
は
地
前
の
菩
薩
及
び
二
乗
凡
夫
の
駕
め
に
慮
現
℃
て
、
聲
縁
菩
の

三
乗
を
説
く
丈
六
卑
小
の
佛
身
を
指
し
、
三
十
二
相
八
十
種
好
を
具
足
し
た
八
相
成
道
、
韓
攣
無
窮
の
佛
罷
で
あ
る
、
故
に
慮
身
は
縁
謝
帥
滅

機
興
則
生
の
佛
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
説
法
は
極
め
て
淺
い
、
報
身
に
な
る
ε
慮
身
の
如
き
暫
現
の
佛
罷
で
は
な
い
か
ら
、
内
に
は
法
身
の
自
内

謹
を
得
、
外
に
は
十
地
の
菩
薩
の
爲
め
に
内
謹
を
傳
読
す
る
佛
艦
で
あ
る
ε
云
ふ
が
、
夏
に
法
身
に
な
る
ε
、
諸
佛
内
讃
聖
智
の
境
界
で
あ

つ

て
、
無
相
寂
滅
の
髄
性
で
あ
る
ε
云
ひ
、
等
覧
己
還
の
ミ
こ
ろ
で
機
縁
も
な
い
、
ま
た
形
色
音
聲
ざ
云
ふ
や
う
な
も
の
も
な
い
か
ら
、
読
法
の

義
な
し
ざ
見
る
の
が
、
諸
経
共
通
の
読
相
で
あ
る
。

然
ら
ば
四
巻
拐
伽
の
教
主
を
如
何
に
し
て
法
身
ε
定
め
る
か
ε
云
ふ
に
、
虎
關
の
佛
語
心
論
に
は
左
の
通
り
云
う
て
居
る
。
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此
経
読
主
、
毘
盧
法
身
、
日
法
身
無
相
、
無
レ有
二言
設
一、
何
故
是
経
立
二法
身
説
一、日
法
佛
無
設
、
是
慮
佛
談
、非
二眞
佛
説
一、
故
此
経
云
,

法
佛
読
、
自
畳
聖
智
境
界
、
是
以
如
來
幕
頭
酬
一一酢
大
慧
一、
偶
云
、
我
當
ヨ爲
〆汝
読
二
自
寛
之
境
界
一、
其
餓
法
読
、

往
往
而
在
、

我
於
二其

所
一、
剖
判
昭
晰
,
下
巻
當
ド見
.
故
不
ゾ繁
レ此
、
況
大
毘
盧
遮
那
経
等
,
大
藏
之
中
、
法
説
不
ノ
一
、
不
ン勝
二備
爆

一。

此
れ
に
依
つ
て
見
れ
ば
、
明
か
に
拐
伽
経
の
教
主
は
毘
慶
遽
那
法
身
の
御
読
法
で
あ
る
ε
云
ふ
こ
ミ
が
出
來
る
、
け
れ
曹
も
,
此
慮
に
議
論

の
焦
粘
ミ
な
る
の
は
、
前
に
も
述
べ
た
通
り
、
法
身
無
読
法
く」云
ふ
の
が
諸
経
共
通
の
説
相
で
あ
る
か
ら
、
A
-の
敏
主
も
法
身
毘
盧
遮
那
如
來

で
あ
る
ε
云
ふ
こ
言
は
、
少
々
受
取
れ
ぬ
話
で
は
な
い
か
、
こ
れ
に
就
て
佛
語
心
論
に
は
巧
妙
な
説
明
を
加

へ
て
、
法
身
無
説
・こ
云
ふ
の
は
癒

化
の
所
談
で
、
眞
佛
か
ら
見
れ
ば
常
に
自
曲覚
聖
智
の
境
界
を
読
法
し
て
居
ら
れ
る
の
で
あ
る
、
故
に
慮
化
の
佛
は
衆
生
の
…機
根
の
前
に
假
り
に

現
は
れ
た
佛
で
あ

つ
て
、
眞
佛
は
實
際
に
不
生
不
滅
の
佛
禮
で
あ
る
芒
云
ふ
の
で
あ
る
、
帥
ち
娚
伽
経
に
は
佛
身
を

立
て

、
、
化
佛
ε
報
生
佛

ミ
如
如
佛
ぐ」智
慧
佛
ぐ』を
犀
け
て
居
る
が
、
前
の
二
身
は
報
慮
の
二
身
で
、
如
如
佛
は
法
身
、
智
慧
佛
は
自
受
用
報
身
書
も
智
法
身
ピ
も
見
ら

る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
、
而
し
て
此
等
四
身
の
説
法
の
相
蓮
も
甥
伽
経
に
は
明
し
て
あ
る
が
、
要
す
る
に
法
佛
説
法
の
義
は
凡
夫
迷
情
の
塞
縁

を
離
れ
、
良
く
無
念
に
し
て
一
切
法
界
に
融
會
す
る
こ
ε
の
出
來
る
自
覧
聖
智
所
豫
の
境
界
を
指
す
の
で
、
法
性
の
眞
理
は
長
く
法
性
の
眞
理

を
説
法
し
て
,
如
何
な
る
も
の
に
も
傾
聰
せ
し
め
す
ん
ば
止
ま
ぬ
ε
云
ふ
こ
、し
で
あ
ら
う
。

更
に
法
佛
読
法
の
義
を
敷
街
し
て
申
す
な
ら
ば
、
大
凡
そ
言
読
に
は
四
種
言
説
あ
り
ぐ旨云
ふ
て
,
拐
伽
経
に
は
相
言
説
,
夢
言
説
、
過
妄
想

計
着
言
設
、
無
始
妄
想
言
説
ε
を
纂
け
て
解
繹
し
て
居
る
が
、
此
等
は
皆
我
等
衆
生
の
頭
胸
、
喉
、
鼻
、
唇
舌
、
断
漁
和
合
の
音
聲
で
あ
つ
て

S
て
も
第

一
義
は
設
明
す
る
こ
ミ
が
出
來
な
い
、
経
文
に
も
、

第

一
義
者
、
聖
智
自
寛
所
得
、
非
ご言
説
妄
想
覧
境
界
一、
是
故
言
読
妄
想
、
不
〆顯
三
不
第

一
義
㌦
言
読
者
、
生
滅
動
揺
、
展
韓
因
縁
起
、
若
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展
韓
因
縁
起
者
、
彼
不
/顯
三
不
第

一
義
一

實
際
に
如
來
聖
智
の
境
界
は
読
け
な
い
ぐ」
云
ふ
意
味
で
は
な
い
、
帥
ち
加
來
内
謹
自
豊
の
境
界
は
法
佛
が
読
か
れ
る
の
で
、
経
文
の
偶
に
は

「,我
當
三爲
γ汝
読
二自
箆
之
境
界
一」
ミ
云
ふ
て
あ
る
の
は
、
正
し
く
法
佛
読
法
の
深
意
を
示
し
、
四
巻
娚
伽
の
教
主
法
身
な
る
こ
ミ
を
明
し
た
も

の
で
あ
る
、
依
つ
て
自
蜷
聖
智
の
境
界
に
は
聖
知
、
聖
見
、
聖
慧
眼
あ
り
ε
説
き
、
而
か
も
言
読
に
は
生
滅
あ
れ
さ
、
義
に
は
生
滅
が
な
い
、

故
に
法
身
は
如
義
の
言
設
を
以
て
読
法
せ
ら
る
、
ε
云
ふ
の
で
あ
る
、
此
の
如
義
の
言
説
ぐ」
云
ふ
こ
ε
は
、
密
教
に
於
て
盛
ん
に
云
ふ
言
葉
で

あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
思
想
の
系
統
か
ら
云
ふ
ε
、
此
の
携
伽
経
の
方
が
其
の
根
源
を
爲
し
て
居
る
、
郎
ち
樗
伽
経
に
説
く
四
種
言
設
に
加

ふ
る
に
如
義
言
説
を
以
て
し
、
こ
れ
に
依
つ
て
五
種
言
読
の
名
字
を
繹
摩
詞
街
論
に
立
て
・
居
る
の
で
あ
る
、
故
に
密
教
の
法
身
説
法
の
思
想

は
、
素
よ
り
爾
部
の
大
経
に
淵
源
す
る
ミ
云
ふ
け
れ
さ
も
、此
の
五
種
言
読
の
思
想
は
甥
伽
経
に
依

つ
て
居
る
も
の
ε
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、

此
の
四
巻
甥
伽
に
於
て
は
明
か
に
四
種
言
設
の
名
字
を
唱

へ
、
而
か
も
此
の
四
種
言
説
に
於
て
は
,
如
來
内
謹
自
豊

の
境
界
は
説
け
な
い
、
説

け
な
い
ミ
云
ふ
て
、
全
然
説
け
な
い
「こ
云
ふ
意
味
で
は
な
い
、
聖
知
、
聖
見
、
聖
慧
眼
を
具
有
す
る
法
身
に
於
て
、
始
め
て
其
の
境
界
を
自
由

自
在
に
論
破
す
る
こ
ε
が
出
來
る
ε
云
ひ
、
「
我
當
三爲
γ汝
読
二自
畳
之
暁
界
こ
言
申
し
て
、
拐
伽
経
全
盟
は
法
身
論
法
の
全
文
な
る
こ
ε
を
明

確
に
顯
は
し
、
そ
の
佛
身
分
別
か
ら
云
へ
ば
、
第
三
の
如

々
佛
が
内
謹
自
豊
の
其
儘
を
設
法
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
を
如
義
言
説
の
説
法
ε

云
は
す
し
て
何
ε
云

へ
や
う
。

話
は
少
し
く
横
通
に
入
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
密
教
に
於
て
も
娚
伽
経
を
非
常
に
大
切
に
し
て
居
る
、
弘
法
大
師
の
如
き
は
拐
伽
経
を
法
身
設

法
な
り
マ」
云
ふ
て
二
教
論
に
引
謹
し
て
居
ら
れ
る
、
し
か
し
拐
伽
経
ε
云
ふ
て
も
十
巻
甥
伽
で
あ
つ
て
、
十
巻
甥
伽
の
第
九
巻
に
に
、
佛
自
内

謹
の
境
界
は
龍
樹
菩
薩
が
出
で

・
敷
街
す
る
ミ
設
い
て
あ
る
か
ら
、
特
に
十
巻
拐
伽
の
懸
記
に
依
つ
て
、
密
教
は
龍
樹
菩
薩
の
所
傳
ε
申
し
て
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居
る
、
七
巻
甥
伽
に
は
第
六
の
偶
類
品
に
此
の
文
が
あ
る
け
れ
さ
も
少
し
く
違
ふ
、
四
巻
甥
伽
に
至
つ
て
は
全
く
龍
樹
懸
記
の
文
は
鋏
け
て
居

る
、
故
に
密
敏
で
は
十
巻
娚
伽
を
以
て
非
常
に
大
切
に
用
ひ
、
顯
教
の
経
典
ε
は
云

へ
、
往
生
有
斯
義
の
法
相
に
依

つ
て
秘
密
の
實
理
あ
り
ε

串
し
、
法
身
説
法
の
例
語
に
ま
で
羅
け
て
居
ら
れ
る
、
委
し
き
こ
ε
は
弘
法
大
師
の
二
教
論
及
び
付
法
傳
に
出
て
居

る
か
ら
見
る
ε
良
い
。

五

已
上
の
如
く
甥
伽
経
の
敏
主
は
最
上
最
愈
の
法
身
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
所
読
の
法
門
も
甚
深
難
思
、
ε
て
も
凡
庸
の
窺
ひ
知
る
ε
こ
ろ
で
は

な
い
が
、
然
ら
ば
其
の
御
説
法
に
な
つ
た
揚
慮
は
ε
云
ふ
に
、
南
閻
部
洲
の
南
海
濱
に
あ
る
甥
伽
山
で
あ
る
か
ら
、
磯
土
ε
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ

此
れ
に
就
て
李
長
者
は
華
嚴
論
の
中
に
、
甥
伽
経
を
化
身
説
法
な
り
ε
云
ひ
、
境
界
が
磯
土
で
あ
る
か
ら
、
所
説
の
法
門
も
低
い
霊
云
ふ
て
居

る
が
、
こ
れ
は
未
だ
甥
伽
の
眞
意
に
精
通
し
た
人
の
言
ε
は
云
へ
ぬ
、
即
ち
此
の
磯
土
を
外
に
し
て
、
別
に
浮
士
S
云
ふ
べ
き
も
の
が
あ
る
の

で
は
な
い
、
此
の
磯
土
た
る
娑
婆
世
界
に
郎
し
て
法
身
の
上
に
は
立
派
な
常
寂
光
浮
土
ε
な
る
の
で
あ
る
、
故
に
前
に
も
云
ひ
し
如
く
、
娚
伽

縄
の
敏
主
は
清
浮
法
身
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
所
読
の
法
門
も
最
奪
最
勝
な
る
こ
ミ
は
勿
論
で
あ
る
、
密
教
は
之
れ
に
依
つ
て
顯
教
の
経
典
の
樺

多
實
少
の
例
謹
に
學
け
て
,
顯
教
の
経
典
に
も
往
々
に
秘
密
の
實
理
を
明
し
て
居
る
ミ
云
ひ
,
見
る
も
の

Σ
眼
に
も
矢
張
り
密
教
の
深
旨
を
悟

得
す
る
こ
ε
が
出
來
る
ε
申
し
て
、
甥
伽
経
を
奪
ん
で
居
る
,
ま
た
我
が
灘
宗
に
於
て
も
、
初
租
大
師
を
始
め
二
狙
三
租
四
租
は
、
如
來
極
談

の
法
要
ε
云
ひ
,
衆
生
悟
入
の
福
鍵
ミ
呼
び
、
或
は
宋
朝
己
後
の
組
師
が
好
ん
で
論
を
造
り
疏
を
述
べ
て
,
諸
佛
内
謹
の
法
門
ε
も
、
教
外
別

傳
の
宗
謹
ε
も
賞
讃
し
て
居
ら
る
Σ
、
筒
ほ
此
等
に
就
て
も
多
少
の
所
感
を
抱
い
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
後
日
更
に
深
く
研
究
す
る
こ

ぐζ

な
し
、
今
は
唯
だ
そ
の
由
序
の

一
端
を
論
じ
た
る
に
過
ぎ
す
、
論
旨
滅
裂
伏
し
て
叱
正
を
乞
ふ
。
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